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I. 背景

外国人が日本の医療機関を受診する際には言葉、文化・風習や医療制度の違いなどに課

題があり、医療者も外国人患者対応に不安や戸惑いを持って•いると報告がある。しかし、
医療者に対して外国人患者対応のためのアクティプラーニングスタイルの実地臨床教育の

機会はほとんどなく、医療者が現場で個々に対応しいているのが現状である。

II. 目的
本研究では、現任看護師の外国人患者対応能力の向上の為に、我々が開発したアクティ

プラーニング形式の外国人患者対応講座を実施し、講座受講前後に質問紙調査を行い、講

座受講による外国人患者に対する意識変化の比較を行うことにより、その有効性を検証し

た。

m. 方法
1. 教育プログラム（講座）の作成

先行研究から看護師の抱える不安や課題を基に看護師が外国人患者対応時に必要とさ

れる項目より講座を立案、実施した。講座(I回90分）は、 2回(2回几か月間比フオロ-ァ

ップ講座（講座終了3ヶ月後）の計3回実施した。講座内容は、 1回目は「外国人患者の受け

入れ準備」として、外国人患者の背景と受診時の問題点を知る内容、 2回目は「看護実践J

として、やさしい日本語の話し方や、外国人に問診票をとるなどを実践した。フォローア

ップ講座は「看護実践の評価」として、外国人患者対応の経験共有や外国人と外国人患者

対応について外国人ゲストとともに意見交換など行った。

2. 講座・質問紙調査の実施 （自記式質問紙調査法）

講座は大阪府の 2 か所の総合病院で 2011 年 11 月 ~2013 年 3 月に実施した。対象者

は、看護師177名（講座参加者：89, コントロール群：138)であり、参加者群には講座飾後と

フォローアップ後、コントロごル群には講座前とフォローアップ後に質問紙調査を行った。

質問項目は属性、先行研究を参考に研究者らが作成した看護師の外国人に対する意識と行

・ 動に対する質問と 16質問項目の一般性セルフ・エフィカシー（自己効力感）尺度

(General Self-Effi-cacy Scale坂野・東條， 1986)を使用した。

3. 分析方法

分析方法は統計分析ソフトSPSS(version14.0) Windowsを使用した。

4 .. 倫理的配慮

質問紙は、無記名とし｀本研究に同意しない場合であっても不利益を受けないこ

と，本調査への参加は自発的意思で行われること，質問紙調査票の回答をもって同意を得

られたものとした。

IV. 結果

過去1年間の外国人患者対応経験があると回答した者は、参加者群82.1% (n=32/39)コ

ントロール群77.7%(n=107/136)であった。
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看護師の意識についての質問項目では、コミュニケーションに関する質問である「外国

・人患者の会話理解度」 (p~o.ooa) と「外国人患者への伝達度」佗=0.003~)の項目において講
座前後とフォローアップ後の参加者群とコンドロール群比較で参加者群において理解度と

伝達度の数値が高くなっており、有意差があった。外国人患者に対する不安に関する質問

項目での請座前フォロー7叉プ後の参加者群とコントロール群比較では、「外国人患者の受
け入れ準備体制」 CP=o.oooa)ど「外国人患者との会話」 (P=0.0003)において不安数値が低く

なっており、．有意差があった。外国人患者に対する看護師の行動実行度の程度を参加者群

とコン•トロール群で請座前フォローアップ後に比較した。諾座参加者群で「検査時はどん

な検査か、検査が必要な理由を説明している」 {P=0.0002)「患者の習慣、宗教、文化的背

景に配慮して援助している」 CP=o.oos)「患者の理解を得られ・るように創意工夫をしている」

(P=0.0008)「患者の不安を把握して援助している」 (P=0.0002)の項目において行動実行度の

数値が高くなっており、•有意差があった。外国人患者に対する自己効力感に関する質問項
•目では、参加者群とコントロール群の請座前とフォローアップ後の比較では有意差はなか

ったが、参加者群とコントロール群のフォローアップ後の四段階分類の比較では参加者群

において「とても高い」の数値が増加しており、• 有意差があった。

v. 考察・結語
•講座受請により看護師の外国人患者とのコミュニケーションの自信、・外国人患者対応
への不安の軽減、・外国人患者に対する看護実践度が向上した。 やさしい日本語偽国人が理

解しやすい・配慮された日本語）の話し方や外国人への問診聴取などの経験を持つことによ

り外国人患者への対応への自信が向上し、アクティブラーニング形式での講座は有効であ

るといえる。今後、外国人の定住化・ォリンピック開催に伴う、外国人患者増加への対応

として本教育プログラムが外国人患者受け入れ整備の一助となれば幸いである。
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要 旨

本研究では、現任看護師の外国人患者対応能力向上を目的に、アクティプラーニング形式

の外国人患者対応講座を実施し、講座受講が看護師の外国人患者対応意識に及ぼす影響を

検証した。看護師の抱える不安や課題を基に看護師が外国人患者対応時に必要と考えられ

る項目より教育ブログラムを構築した。その内容は「外国人患者の受け入れ（外国人患者

の背景と受診時の問題点）」「看護実践（模擬外国人患者の問診）」「看護実践の評価（外国

人患者対応の経験共有）」である。コミュニケーションでは「会話理解度」と「伝達度」に

おいて講座前と講座後ならびにフォローアップ後において講座受講群とコントロール群の

間に有意差がみられた。不安では、「受け入れ準備」と「会話」において、行動実行度では、

「検査の説明」、「習慣、宗教、文化的背景に配慮」「理解」「不安把握」において講座前と

フォローアップ後において、それぞれ有意差がみられた。講座受講により看護師の外国人

患者とのコミュニケーションに対する自信、外国人患者対応への不安軽減、外国人患者へ

の看護実践度が向上した。本研究は自ら開発した教育プログラムが看護師の外国人患者対

応への自信を高めることを示した価値ある集積であると認める。よって、学位申請者の高

嶋愛里は博士（保健学）の学位を得る資格があると認める。
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